
　

札
幌
市
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部

の
山
田
ゼ
ミ
の
学
生
ら
が
、
大
学

で
学
ん
で
い
る
空
間
デ
ザ
イ
ン
の

知
識
を
生
か
し
、
国
道
230
号
沿
線

の
空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど
を

「
ア
ー
ト
空
間
」
と
し
て
再
生
し

た
り
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し

た
り
し
よ
う
と
「
定
山
渓
ア
ー
ト

縁
日
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
「
空
き
家
」
や
「
空
き
店
舗
」
は
、

建
物
内
を
清
掃
後
、
片
付
け
ら
れ

な
い
大
き
な
物
や
固
定
さ
れ
た
物

は
半
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
で

囲
い
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど
の

照
明
器
具
を
効
果
的
に
配
置
し
て

仮
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
と
改
装
。「
地

元
の
陶
芸
家
や
木
彫
り
作
家
の
作

品
展
示
」
や
「
写
真
展
」
を
開
催

し
て
、
芸
術
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
拠
点
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
旧
定
山
渓
温
泉
観
光
案
内

所
」
に
は
、
大
学
生
と
地
域
住
民
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
関
係
者
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
小
さ
な
紙
型
の
浴ゆ
か
た衣
を
展

示
し
た
り
、
地
元
で
活
動
す
る

「
山さ
ん

野や

草そ
う

の
会
」
の
写
真
展
を
行

っ
た
り
し
て
、
地
域
住
民
ら
が
気

軽
に
出
入
り
で
き
る
空
間
へ
と
変

身
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
定

山
渓
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
す
る
「
旧
消
防
宿
舎
」
で
は
、

同
大
学
の
学
生
が
部
屋
そ
の
も
の

を
ア
ー
ト
作
品
に
仕
上
げ
て
、
長

い
間
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
建
物
に

新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

十
数
個
設
置
し
、
幻
想
的
な
「
あ

か
り
の
空
間
」
を
演
出
。
同
大
学

の
山
田
ゼ
ミ
が
新
た
な
観
光
資
源

を
発
掘
し
よ
う
と
、
身
近
な
資
源

（
豊
平
川
）
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

灯
籠
の
設
置
作
業
で
は
、
地
域

住
民
の
ほ
か
、
定
山
渓
温
泉
の
次

代
の
担
い
手
の
古ふ
る

川か
わ

さ
ん
や
金か
な

川が
わ

さ
ん
、
東
海
大
学
の
学
生
も
加
わ

り
、
定
山
渓
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
か
ら
二
見
公
園
ま
で
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
、
さ
ら
に
河
原
ま
で
は
人
海

戦
術
で
運
び
出
し
て
設
置
。
3
日

間
に
渡
り
、
毎
夕
、
十
数
個
の
灯

籠
の
設
置
と
撤
去
を
繰
り
返
し
行

い
ま
し
た
。

　

二
見
公
園
付
近
の
豊
平
川
河
畔

に
は
、
10
月
10
日
〜
12
日
の
夕
方
、

半
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
を
ボ

ル
ト
で
固
定
し
て
作
っ
た
灯
籠
を

空
き
空
間
の
利
活
用

▲作品を展示する大学生たち

～定山渓まちづくりセンター 3階旧消防宿舎～～定山渓まちづくりセンター 3階旧消防宿舎～

～旧定山渓温泉観光案内所～～旧定山渓温泉観光案内所～

▲使われなくなった部屋そのものをデザインする札幌市立大学の学生たち

このシンボルマークは、
札幌市立大学山

やま

田
だりょう

良専任
講師のデザインです。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
10
月
5
日
〜
13
日
の
9
日
間
、
定
山
渓
温

泉
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南
区
で
、
1
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に

2
つ
の
大
学
が
参
加
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
大
学
の
持
つ
特

色
や
過
去
の
地
域
参
加
の
経
験
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

▲空き店舗だったとは思えない外観と店舗内の陶芸・木彫りギャラリー！

▼豊平川に灯籠を設置する大学生と金川さん
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